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病床数  58  
   （うち2床はRI病床） 
 

医師（常勤）  27  
  外科医           10 
  耳鼻科医 1 
  内科医 11 
  麻酔科医         2 
  病理医         2 
細胞検査士 5 
 

外来患者   171,754/年 
 618/日 
新規患数           14,001/年 
細胞診 7,866/年 
手術            1,829/年 
アイソトープ治療 741/年 

当院の概要 (2016年) 

7866 

甲状腺 
91.9% 

1829 

甲状腺 
91.8% 

【細胞診の内訳】 

【手術の内訳】 

その他 

その他 

針内洗浄 

穿刺 

吹き出し 

当院での穿刺吸引材料の処理法（通常塗抹・LBC併用） 

CytoRichTMRED 

溶血作用〒 
蛋白溶解作用〒 

病理検査室 

吹き出し後、素早く針洗浄 

LBC法の併用 
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甲状腺穿刺吸引細胞診7917例の 
検体不適正率 (2018) 

通常塗抹のみ 13.6% (1074) 

通常塗抹・ 
LBC併用 

6.1% (480) 

LBC固定液：CytoRichTM RED (BD) 

• エタノールとホルムアルデヒドを含む 

• 溶血作用と蛋白分解作用をもつ 

• 穿刺吸引材料に適している 

• 形態保持が良好（６ヶ月） 

通常塗抹 LBC 

クリーンな背景 
細胞の収縮 

背景 
リンパ球や液状コロイドの減少 

出現パターン 
立体的な集塊 

細胞集塊の断片化 

細胞質・核 
細胞形の保持が良好 

細胞質・核の収縮 

核所見の明瞭化 

明瞭な核小体 
Fadda G, et al. Acta cytol. 2011;55:389-400 
Jung CK, et al. Acta cytol. 2008;52:313-139 

Mygdakos M, et al. Rom Morphol Embryol. 2009;50:245-250 

甲状腺LBCの細胞所見 甲状腺細胞診の見方 

採取材料の構成成分 

背景 

採取細胞の出現様式 

細胞形 

細胞質 

核 

採取材料の構成成分 

 

 

細 胞 量 

多 少 

コ 

ロ 

イ 

ド 

量 

多 良 性 病 変 

少 
充実性病変 

腫瘍性病変 

検体採取不良 

線維化，石灰化病変 

コロイド↑・細胞↓＝良性 コロイドなし・細胞↑＝腫瘍性 
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背景からの鑑別診断 

コロイド 

アミロイド 

砂粒体 

炎症細胞 

壊死物質 

コ ロ イ ド 

液状コロイド：正常、非腫瘍性濾胞性病変（＝良性） 

・背景全体に広がる 

・厚く塗抹された場合は、ひび割れる（ジグソーパズル様） 

・乾燥固定標本では網目様模様 

 

濃縮コロイド 

硝子様コロイド：濾胞性腫瘍 

小さな円形（球形）の硝子様の光沢をもった濃縮コロイド 

ローピーコロイド：乳頭癌 

石灰化コロイド：好酸性細胞型濾胞性腫瘍、硝子化索状腫瘍 

液状コロイド 
→良性 

Q. コロイド？血液？ 

コロイド x40 血液 x40 

血球成分 

濾胞上皮細胞 

Q. コロイド？血液？ 

コロイド塊の大きさから 
濾胞の大きさを推定できる 

濃縮コロイド 

硝子様コロイド 
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ローピーコロイド 

• 乳頭癌に出現する棒状
（ロープ状）に伸びた粘稠
なコロイド 

• その形態はチューンガムを
引き伸ばした形に類似 

• 乳頭癌の13-30%に出現 

• 他の甲状腺疾患ではみられ
ず、特異度が高い 

コロイドの溶解 
濾胞上皮細胞が     

コロイドに埋没している 

液状コロイド（腺腫様結節） 
通常塗抹 LBC 

液状コロイド 

（腺腫様結節） 

硝子様コロイド 

（濾胞型乳頭癌） 

ローピーコロイド
（乳頭癌） 

濃縮コロイドはLBC固定液中でも残存する ア ミ ロ イ ド 
•ライトグリーン好性・無構造物 

•硝子様光沢〃辺縁は不規則 

•髄様癌〃アミロイド甲状腺腫、
MALTリンパ腫 

Congo red染色 

砂 粒 体 

・5〜100μm大、円形層状構造を

もつ石灰小体 

・ Pap染色：薄紫色〜黄金色  

HE染色：紫色 

・ 壊死細胞をcoreとして発生 

・乳頭癌に特徴的(40~60%) 

 特にびまん性硬化型乳頭癌では豊富 

・正常甲状腺組織内にある場合
は、どこかに乳頭癌が隠れて
いる可能性がある。 

両葉が腫大し、輝点がびまん性に多数みられる。 
結節性病変はない。 

18歳女性 
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両葉がびまん性に腫大。結節性病変なし 

軟線撮影で、びまん性に無数の微細石灰化 

砂粒体（びまん性硬化型乳頭癌） 

コロイドの濃縮による砂粒体様石灰化 
炎症細胞 

リンパ球：橋本病、リンパ腫、亜急性甲状腺炎、乳頭癌 

好中球：急性・亜急性甲状腺炎、未分化癌、腺腫様結節 

多核巨細胞：亜急性甲状腺炎、乳頭癌、異物反応、結核、 

 橋本病、腺腫様結節、未分化癌、嚢胞 

泡沫細胞：嚢胞、腺腫様結節、乳頭癌 

• 橋本病 

リンパ球（橋本病） 乳頭癌の核所見の有無を要チェック 

ワルチン腫瘍様乳頭癌 
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Q. リンパ球？濾胞上皮細胞？ 
濾胞性腫瘍 x40 慢性甲状腺炎 x40 

リンパ球 

濾胞上皮細胞 

Q. リンパ球？濾胞上皮細胞？ 

慢性甲状腺炎 

集簇傾向 

通常塗抹 LBC 

リンパ腫細胞の 
膨化・変性 

MALTリンパ腫 
LBC 通常塗抹 

変性クロマチン 大型核 (>10μm) 

伸長核 

MALTリンパ腫の特徴所見（LBC） 

くびれ核 

好中球（未分化癌） 
腫瘍細胞のG-CSF産生によって好中球増多が起こる 
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多核巨細胞（亜急性甲状腺炎） 
多様なサイズの多核巨細胞が出現し、核を100個以上有するものもあ
る。 

奇怪な多核巨細胞→乳頭癌で出現 

泡沫細胞 → 嚢胞性病変 

嚢胞形成性乳頭癌 腺腫様結節 

泡沫細胞のみ採取された場合… 

嚢胞形成性乳頭癌の可能性を否定出来ないため、 
取扱い規約第7版では「良性」ではなく、「嚢胞液」に区分される。 

検体不適正 (Unsatisfactory) 

嚢胞液 (Cyst fluid) 

良性 (Benign) 

意義不明 (Undetermined significance) 

濾胞性腫瘍 (Follicular neoplasm) 

悪性の疑い (Suspicious for Malignancy) 

悪性 (Malignant) 

甲状腺癌取扱い規約第７版の 
細胞診報告判定区分 壊死性背景 

 未分化癌 

 乳頭癌、好酸性細胞型濾胞性腫瘍（梗塞） 

 リンパ腫（Lymphoglandular bodies） 
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未分化癌 梗塞壊死（乳頭癌） 

リンパ腫 

lymphoglandular bodies 

橋本病 

出現様式からの鑑別診断 

濾胞状：濾胞性腫瘍、腺腫様結節、濾胞型乳頭癌 

乳頭状：乳頭癌、腺腫様結節 

索 状：低分化癌、乳頭癌、濾胞性腫瘍 

充実性：低分化癌、未分化癌、髄様癌、甲状腺内胸腺癌 

孤立散在性：リンパ腫、髄様癌、未分化癌 

濾胞状構造 
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腺腫様結節 濾胞性腫瘍 
シェーマ 細胞像 

シェーマ 細胞像 
Q. これは○○状集塊？ 

A. 篩状構造を伴う島状集塊（低分化癌） 

濾胞と濾胞の間に 
間質成分がない 

Q. これは○○状集塊？ 
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A. ボール状集塊（乳頭状集塊） 

集塊内部に間質成分 

濾胞性腫瘍の問題点 

濾胞性腫瘍？or 腺腫様結節？ 

濾胞性腫瘍？or 濾胞型乳頭癌？ 

濾胞性腺腫？or 濾胞癌？ 

背景 
コロイド・泡沫細胞（腺腫様結節） クリーン（濾胞性腫瘍） 

濾胞構造 
大小不同（腺腫様結節） 均一（濾胞性腫瘍） 

核 
大小不同・疎な核間距離（腺腫様結節） 均一・密在（濾胞性腫瘍） 

Diagn Cytopathol 44: 659-664, 2016  

LBC標本における鑑別点 
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p<0.01 

細胞間隙の出現率 

  26.3% (10/38)  8.1% (6/74) 

LBC 

細胞間隙 

LBC 

腺腫様結節 濾胞性腫瘍 

  腺腫様結節 濾胞性腫瘍 p値 

明瞭な濾胞外縁 60.5% (23/38) 13.5% (10/74) <0.01 

細胞質突起  34.2% (13/38) 13.5% (10/74) <0.05 

明瞭な濾胞外縁 

LBC LBC 

LBC LBC 

細胞質突起 

腺腫様結節 濾胞性腫瘍 

腺腫様結節 

 腺腫様結節 濾胞性腫瘍 

 5.3% (2/38) 0% (0/74) 

基底膜様物質 

LBC 濾胞性腫瘍の問題点 

濾胞性腫瘍？or 腺腫様結節？ 

濾胞性腫瘍？or 濾胞型乳頭癌？ 

→乳頭癌の核所見があるか 

濾胞性腺腫？or 濾胞癌？ 

濾胞型乳頭癌 

濾胞性腫瘍の問題点 

濾胞性腫瘍？or 腺腫様結節？ 

濾胞性腫瘍？or 濾胞型乳頭癌？ 

濾胞腺腫？or 濾胞癌？ 

Capsular Invasion 被膜浸潤 

Vascular Invasion 脈管浸潤 

Metastasis 転移 
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濾胞腺腫 濾胞癌 濾胞腺腫 濾胞癌 

甲状腺細胞診の報告様式（第7版） 
判定区分 所見 標本・疾患 

検体不適正 
(Unsatisfactory) 

細胞診断ができない 

標本作製不良（乾燥、変性、固定不良、末梢血混入、塗抹
不良など） 
病変を推定するに足る細胞あるいは成分（10個程度の濾
胞上皮細胞からなる集塊が6個以上、豊富なコロイド、異
型細胞、炎症細胞など）がない 

嚢胞液 
(Cyst fluid） 

嚢胞液で、コロイドや 
濾胞上皮細胞を含まない 

良性の嚢胞に由来する。まれに嚢胞形成性乳頭癌が含まれ
ることがある。 

良性 
(Benign) 

悪性細胞を認めない 
正常甲状腺、腺腫様甲状腺腫、甲状腺炎（急性、亜急性、
慢性、リーデル）、バセドウ病などが含まれる。 

意義不明 
(Undetermined 
Significance) 

良性・悪性の鑑別が困難、 
他の区分に該当しない、 
診断に苦慮する 

乳頭癌の可能性がある（乳頭癌を示唆する細胞が少数、腺
腫様甲状腺腫と乳頭癌の鑑別が困難、橋本病と乳頭癌の鑑
別が困難）、特定が困難な異型細胞が少数、濾胞性腫瘍と
乳頭癌の鑑別が困難、橋本病とリンパ腫との鑑別が困難、
などが含まれる。 

濾胞性腫瘍 
(Follicular 
neoplasm） 

濾胞腺腫または濾胞癌が 
推定ないし疑われる 

本区分の多くは濾胞腺腫、濾胞癌である。好酸性細胞型や
異型腺腫を推定する標本も含まれる。腺腫様甲状腺腫、濾
胞型乳頭癌、副甲状腺腺腫のこともある。 

悪性の疑い 
(Suspicious for 
Malignancy) 

悪性と思われる細胞が少数 
または所見が不十分なため、 
悪性と断定できない 

種々の悪性腫瘍および硝子化索状腫瘍が含まれるが、その
多くは乳頭癌である。乳頭癌を疑うが濾胞性腫瘍が否定で
きない標本も含まれる。 
良性疾患で本区分に含まれる可能性のあるものとしては、
異型腺腫、腺腫様甲状腺腫、橋本病などがある。 

悪性 
(Malignant) 

悪性細胞を認める 
本区分には、乳頭癌、低分化癌、未分化癌、髄様癌、リン
パ腫、転移癌などが含まれる。 

内部：血管・結合組織 
外側：細胞 

乳頭状構造 

シェーマ 細胞像 シェーマ 細胞像 
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シェーマ 細胞像 

シートの折れ曲がり、核の柵状配列、直線状辺縁→乳頭状構造 

乳頭状集塊 

シート状構造 
濾胞状構造 乳頭状構造 

・直線状の辺縁 
・折れ曲がり 

コロイド 

乳頭状増殖 

• 乳頭状増殖パターンは乳頭癌の診断に

必ずしも重要ではない 

• 乳頭状増殖がみられる甲状腺疾患 

乳頭癌、腺腫様結節、濾胞腺腫、濾胞癌、  

髄様癌※、未分化癌※ 
※偽乳頭状構造 

乳頭状増殖を示す腺腫様結節 
細胞形からの鑑別診断 

高円柱状：高細胞型乳頭癌、円柱細胞癌、篩型乳頭癌、

 大腸癌の転移 

多稜形 ：未分化癌、髄様癌、硝子化索状腫瘍 

紡錐形 ：未分化癌、髄様癌、硝子化索状腫瘍、篩型乳頭

癌、 SETTLE 

形質細胞様：髄様癌、好酸性細胞型腫瘍、乳頭癌 

有尾細胞：髄様癌、乳頭癌、硝子化索状腫瘍 

奇怪な核を有する大型細胞：未分化癌、腺腫様結節、

 髄様癌、異型腺腫、放射線照射 
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高細胞型乳頭癌 

高円柱状細胞の柵状配列 

• 腫瘍組織の50％以上が高細胞

（高さ／幅≧3）で構成 

• 核所見は通常型乳頭癌と同じ 

• 高年齢者に発生 

• 通常型乳頭癌よりも侵襲性  

高細胞型乳頭癌 通常塗抹 LBC 

乳頭癌の 

穿刺経路再発 

（皮下） 

円柱細胞癌  
• 高円柱状細胞が偽重層化し、

乳頭状、柵状、腺腔状に増殖 

• 細長い核、顆粒状クロマチン 

• 高齢男性に好発 

• 急激な経過 

円柱状細胞の柵状配列 

高円柱状細胞の柵状配列 

過染性 
紡錘形核 

大腸癌の転移 

壊死性背景 

篩型乳頭癌 
• 若年女性 

• 多発性（FAPに合併）もしくは単発性 

• FAPがある場合は、限局的でも全摘が必要 

• 極めて予後良好 

モルラ 

FAPより早く 

見つかることがある 

ビオチン含有 
淡明核 

高円柱状細胞 

コロイドのない篩状構造 
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篩型乳頭癌 
コロイドのない腔 

モルラ 

円柱状 

cf. 通常
型 

βカテニン 

ER 

細胞質所見からの鑑別診断 

好酸性：好酸性細胞型濾胞性腫瘍、腺腫様結節、    

 橋本病、乳頭癌 

顆粒状：好酸性細胞型濾胞性腫瘍、髄様癌 

異染性顆粒：髄様癌 

化生細胞 ：乳頭癌、未分化癌、嚢胞、腺腫様結節 

隔壁性細胞質内空胞：乳頭癌 

 Yellow bodies ：硝子化索状腫瘍 

 Paravacuolar granules：腺腫様結節 

好酸性細胞型濾胞性腫瘍 橋本病 好酸性細胞型乳頭癌 

核内細胞質
封入体 

背景：リンパ球 二核細胞が
目立つ 

好酸性細胞質 
髄様癌 

顆粒状細胞質 
好酸性細胞型濾胞性腫瘍 

電
子
顕
微
鏡 

ギ 

ム 

ザ 

カ
ル
シ
ト
ニ
ン 

好酸性細胞型濾胞性腫瘍 髄 様 癌 髄様癌 通常塗抹 

有尾状細胞質 

LBC 
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隔壁性細胞質内空胞 
• 小型空胞の集合物で、空胞間
に明瞭な隔壁様細胞質が介在 

• 化生細胞に出現する変性空胞 

• 乳頭癌に特徴的(52.6~64.0%) 

• LBC標本で明瞭化 

LBC 

核所見からの鑑別診断 

核内細胞質封入体：乳頭癌、硝子化索状腫瘍、髄様癌 

核の溝：乳頭癌、バセドウ病、橋本病、腺腫様結節 

重畳核：乳頭癌 

すりガラス状核：乳頭癌 

ビオチン含有封入体：篩型乳頭癌 

顆粒状クロマチン：好酸性細胞型腫瘍、髄様癌 

大型核小体：好酸性細胞型腫瘍、未分化癌、リンパ腫 

核内細胞質封入体 

色調：細胞質と同様 

内側：平滑 

外側：クロマチンの凝集 

乳頭癌 硝子化索状腫瘍 髄様癌 

核内細胞質封入体 

MIB-1免疫染色 カルシトニン免疫染色 

乳頭癌 硝子化索状腫瘍 髄様癌 

核内細胞質封入体 
核の溝 

• バセドウ病、橋本病、腺腫様

結節などでも、しばしば観察

される 

• 二溝以上は診断的価値あり 

• 細胞診では、一つの集塊を構

成する細胞数の1/3以上にみ

られる場合、乳頭癌を強く疑

う 
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重 畳 核 

隣り合う核同士が 
一点で接している 

すりガラス状核 

• 非常に繊細なクロマチン 

• 乳頭癌細胞の核の特徴 

• 組織では”Orphan Annie Eye 

Nuclei”に相当 

• 41%の症例で、脳回状の凹凸不整が核縁
の半周以上にみられるジグザグ核
(Convoluted nuclei)が観察される 

• 核の溝・核内細胞質封入体は、通常標本
と同程度に観察される 

LBC標本上の乳頭癌細胞 

• 細胞質の収縮により、重畳核の出現頻度
が減少 

• 核の濃染により、すりガラス状核がわか
りにくい 

Diagn Cytopathol 43: 108-113, 2014 

乳頭癌に特徴的な核所見 
核内細胞質封入体 核の溝 重畳核 

すりガラス状核 ジグザグ核 

採取材料の構成成分 細胞量とコロイド量 

背景 コロイド、アミロイド、砂粒体、炎症細胞、壊死物質 

出現様式 乳頭状、濾胞状 

細胞形 高円柱状、有尾状 

細胞質 好酸性、顆粒状、隔壁性細胞質内空胞 

核 核内細胞質封入体、核の溝、重畳核、すりガラス状核、ジグザグ核 

甲状腺細胞診の見方 
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ご清聴ありがとうございました 

講演の資料や論文は、こちらのホームページからダウンロードできます 

ご清聴ありがとうございました 


